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◆ 今回の発表について

⚫ スマート林業タスクフォースNAGANOの概要

⚫ 需給マッチングの概要および成果と課題

⚫ 今後の展望
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スマート林業タスクフォースNAGANOの
概要
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◆ スマート林業構築普及展開事業の成果

森林資源量の把握

人工衛星やドローン画像
を使って、樹種や材積な
どの森林資源量を把握。

ドローン、地上レーザ計
測

最新のレーザ計測技術を
活用した、森林の精密計
測。

木材検収システム

スマホアプリを使って、
木材の直径、本数を自
動判読。

需給マッチング

木材検収システムによ
る現場の木材在庫及び
生産現場情報を共有・
一元管理。

川上から川下まで各分野で成果が得られた
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需給マッチングの概要および成果と課題
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◆ 需給マッチングの概要

【流通の背景】

• 長野県北部（北信地域）を管轄する

北信木材センターを流通拠点とし、

３森林組合と２素材生産業者で共同

出荷体制を構築

• 最高取扱量約92,000㎥/年

• 直送が大半を占め、各地の土場から

主に北陸方面へ販売
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◆ 需給マッチングの概要

【これまで】

出たとこ勝負の木材流通

• 販売先とのミスマッチ

⇒木材の滞留。安売り。

• 非効率な配車

⇒土場の回転率低下。流通コスト増加。

在庫情報や出材計画を共有するシステムを構築
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スマートフォン木材検収アプリによる木材検収

◆ 需給マッチングの概要
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◆ 需給マッチングの概要
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長野県森連HPから閲覧
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◆ 需給マッチングの成果
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小規模・短期的な流通においては効果がみられた

⚫ 納材精度の向上
⇒在庫量や出材計画の見える化により納材調整が可能となった。

⚫ 配車の効率化
⇒正確な在庫量の把握により配車の効率化に繋がった
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⚫他地域への拡大
・多くの情報を集積することで、大ロットの需要にも対応することができる。

✓ 取り組みに対するメリットがわかりにくい。

✓ 機器の導入・操作の習得等、ハードルが高い。

✓ 地域により、作業システムや販売先が異なる。

➢わかりやすい動機付けが必要

➢スマート林業の取り組みの必要性を理解するため
の意識改革の機会が必要

➢地域のやり方に合わせた仕組みづくりが重要

◆ 需給マッチングの課題
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⚫需要者側との情報共有
・川上～川下までお互いの情報をオープンにし、共有することで需給マッチング

が進む。

✓ 情報が筒抜けになるのは困る。

✓ 情報が正しいのかわからない。

➢川上から川下まで信頼関係を構築し、目的を共有
することで合意形成を図っていく

➢従来のお付き合いから徐々に広げていくのが近道

◆ 需給マッチングの課題
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今後の展望
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⚫成功事例を作り、規模の拡大を目指す。

①汎用型ドローンとGISソフトを活用し、資源量解析を行う。

②得られた資源情報を販売先と共有。需要情報とマッチング。

③生産段階では、AI画像認識による検知を行う。

④販売先との取引は画像検知のデータで行う。

◆ 小規模な需給マッチングへの取り組み
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⚫需要と供給の情報を収集・解析することで、川上から川下まで

スムーズに木材が流れる仕組み

◆ 林業DXに向けた取組み

（（国研）森林総合研究所 瀧 誠志郎氏 2021.3森林GISフォーラム発表資料を一部修正）
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⚫ 長野県森連では、GNSS測量の
精度向上や下刈り機の自動運
転化等を目指し、令和4年から
長野県全域をカバーするRTK基
準局の設置をスタート。

⚫ 機器は長野県森連から県下の
森林組合に譲渡し、運用は各
森林組合が行っている。

⚫ 令和5年2月13日に全箇所の設
置が完了する予定。

◆ RTK基準局の設置

16



長野県

林業の発展のために、それぞれが目的意識を
持って取り組むことが大切だと考えます。

全員で林業を盛り上げていきましょう。

◆ 最後に
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ご清聴ありがとうございました。
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